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 マ グネ シウム欠乏飼料及び同飼料中のカルシウム量を増減 して飼畜 した家兎及 び、ラット に っ1い
 て, 硬組織生体染色による切歯象牙質の変化な らびに諸臓器の病運緯織学的変化を検索 した (実
 験1)。 さ らにマ グネ シウム欠乏飼料中のカルシウム及び燐量の増減による影響 にっ い て, ラッ
 トによる同様の検索を行った (実験蛙)。 1)家兎においてはマ グネ シウム欠乏症状の出現 はラッ
 トの場合より遅く且つ軽度であった。 病理組織学的には切歯象牙質に, 象牙芽細胞暦の扁平化,
 変性, 幼弱象牙質の形成を認め, 顎関節頭では予備軟骨層の減少, 軟骨細胞の変性, 萎縮を認め,
 膝関節脛骨頭では骨梁の形成不全, 軟骨細胞の萎縮, 骨梁の量の減少, 配列不正を認めた。 マグ
 ネシ ウム欠乏におよ ぼすカルシウムの影響と してはうッ ト及び家兎ともに蕎カルシウム群 で は石
 灰化不全が早く出現 し・ 低カルシウム群では遅くなる領内が認められた。 腎でもマグネシウム欠
 乏高カルシウム群に尿綴管内に石灰化物が認められた。 なお, マグネシウム欠乏症状ならびにこ
 れらの所見は家兎よりラットに・ 早期にかっ著明に出現 した。 豆)マ グネシウム欠乏ラットに及ぼ
 すカルシウムおよび燐投与量の影響としては, マグネシウム欠乏症状は燐欠乏群にみ られ, 高燐
 群では特に認め られなかった。 また・ 膝関節脛骨頭の骨梁の形成不全も燐欠乏群において著しく,
 賢における石灰化物の沈蒼もみられた。 しかし, 切歯象牙質の石灰化不全は高騰群において燐欠
 乏群よりも早期に出現 し, さらに高カルシウム群ほど早期であった。
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審査結果要旨
 近年, 麻酔及び術後の全身管理の進歩に伴い, 各種疾患に対する手術が拡大され, 長顛にわたり
 輸液を継続する症例や人工透析の症例が増加 しており, 電解質異常に関する研究は極めて 多 い。
 しかし, 臨床的にマグネシウム (以下澱g) 単独の欠乏をみる場合は稀であり, ほとんどが他の電
 解質異常を伴っているため, Mg 欠乏の観点からの研究は少い。
 実験的には, ラヅトの Mg 欠乏に関する報告があるが, 他動物についてはほとんど無く, ま
 た, Mg 欠乏状態に及ぼすカルシウム (以下Ca) 及び燐 (以下P) の投与量による影響を・ 歯牙
 や璋腔組織について検索 した報告は無い。
 本硯究において, 著者はまず家兎の Mg 欠乏飼育結果を, 従来報告されているラットの Mg
 欠乏所見と比較検討している。 血清中 Mg 値は正常家兎では L9鶉a墓/dl であるが, Mg 欠乏飼
 育2週後 O. 53～0. 38mg/d1, 4週後 0. 24～0. 19mg/dL 6週後0. 19～0, i5エng/d1 と非常な低値
 を示した。 症状としては2週項から痙攣, 興奮, 3週頃から毛の黄色化, 粗造化がみられ, 体重
 増加が停止した。 病理綴織学的には, 下顎切歯象牙質の象牙芽細胞扁平化・変性・幼弱象牙質形
 成・硬組織生体染色による鉛線走行の乱れがみ られ, 顎関節頭に予備軟骨屠の減少・軟骨細 胞 変
 性萎縮, 舌筋内石灰化物がみられた。 以上の所見は, 同時に検索した全身諸職暑馨にみられた所見
 も含めて, ラットの Mg 欠乏所見と同様ではあるが, その出現はより遅く且つ軽度であった。
 次いで著老は, 家兎及びラットを用いて, Mg 欠乏飼料中の Ca 量を増減 して検索している。
 いわゆ る Mg 欠乏症状は Ca 投与量が多い ほど著明 であった。 病理組織学的に下顎切歯象牙質の
 石灰化不全は全例にみられるが, 高 Ca 投与群ほどその出現は早期であり, 硬組織生体染色でも
 高 Ca 群では鍛練は乱れるか消失しているが, 低 Ca 群では鉛沈藩に異常はみられなかった。 な
 お, 以上の所見はラヅトでより早期に.且つ著明に出現した。
 次に著者は, ラットの Mg 欠乏飼料中の Ca 量を増減した各群それぞれに, 更にP量を増減し
 た飼料を与えて検索している。 Mg 欠乏症状は Ca 量の増減にもかかわ らず, 高P群では認め ら
 れないが, P欠乏群では全例に出現した。 しかも, 下顎切歯象牙質の石灰化不全は, 高P, 高 Ca
 飼育群ほど早期に出現した。
 以上, 著者は M9 欠乏飼育の場合, 飼料中の Ca 奮量が多いほど 鍛9 欠乏症状の出現が早く
 且つ著明であ り, 下顎切 歯象牙質の石灰化不全をは じめ諸臓器における異常所見の患現も早いこ
 とを明らかにした。 索た, 更にP含量が多いほど同様に石灰化不全などの出現は早く, P欠乏の
 場合にはそれらの出現は著明に遅延するが, Mg 欠乏症状はP欠乏の場合に著明であることを明
 らかにした。
 食餌中の Mg, Ca, P含有量の差異が生体に与える影響に関する著者の実験結果は, 臨床に示
 唆するところ大であ り, 十分学位授与に値するものと認める。
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